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J25a マイクロクエーサーGRS 1915+105の 2007年の近赤外線観測
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マイクロクェーサー GRS 1915+105は数百日毎の頻度で数十日間続くソフト状態に遷移することが知られてい
る。この時期には同時に近赤外域で明るくなることも知られている。しかし、頻度の低さと継続時間の短さから、
この状態での近赤外の詳細な研究例はほとんどない。X線連星では一般に、X線は中心天体付近からの放射で、質
量降着率が上がると明るくなると考えられている。一方、近赤外線は降着円盤外縁部もしくは伴星からの熱的放射、
あるいは中心天体近傍のジェットなどからのシンクロトロン放射だと考えられている。
2007年 8月中旬にGRS1915+105はX線で急激にソフト状態へ遷移したことがRXTE/ASMの観測データから

分かった。我々はこのソフト状態の詳細な近赤外域の光度曲線を得るため、東広島天文台の 1.5mかなた望遠鏡と
TRISPECを用いてKsバンドでの長期のモニター観測を 2007年 8月 14日から 12月 17日にかけて行った。その
結果、ソフト状態前はKs ∼ 13.2magで安定していたが、ソフト状態に遷移するとKs ∼ 12.2magまで増光したこ
とが分かった。さらに観測期間中の光度変化にはX線光度とKsバンド光度で明らかな反相関が見られた。X線と
Ksバンドの光度変化に１日以上のずれはない。よってKsバンドで見えている領域はX線と同様に中心天体近傍で
あり、観測された近赤外線は比較的ブラックホール付近の降着円盤からの熱放射、あるいはジェット等からのシン
クロトロン放射である可能性が考えられる。いずれの場合でもX線と近赤外線の反相関を説明するのは難しい。


